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公開質問状 

関西電力株式会社 取締役社長 八木誠殿     2012 年 3 月 23 日  
申請者 グリーン・アクション 

代表  アイリーン・美緒子・スミス 

関西電力 原発停止による発電能力見込みについて 

 

２月２０日に貴社の大飯原発２基が定期検査に入ったことを受けて、貴殿は、「原発が再稼働できなければ、

電力が今夏２５％不足するとの試算もある。大飯の２基では到底埋められない」と発表しました。これに関し

て日本経済新聞は、２月２１日付けで貴社の２５％不足の内容を報道しております。（p.10） 

この２５％電力不足の算出の前提になっている 大需要と 大供給電力には、実情に合わない数値が用い

られており、電力不足を誇張することで市民、企業に不安を与える発表であると懸念しております。 

 

今年の夏の電力供給についての貴社発表をグリーン・アクションが確認した結果は以下の通りです。 

（1） 情報公開が不十分 

電力２５％不足の発表は、一部の公式データのみによる発電能力を用いており、情報が十分に公開さ

れていません。今年の夏の原発全停止は十分に予想されることですが、貴社自身が電力供給者として、

原発全停止を想定しての電力量確保の計画を作成しているかどうかが不明です。 

（2） 発電能力が低く設定されている 

２０１２年夏の電力２５％不足の際の発電能力は２３５３万ｋＷと設定されておりますが、この値は２０１

１年夏の原発を除いた 大供給能力２７２８万ｋＷ（推定）に比べて３７５万ｋＷ低く設定されています。

これは、稼働率の設定が低いうえに、電力会社以外の発電能力を十分に織り込んでいないことによる

ものです。さらに、資源エネルギー庁が通知している卸・ＩＰＰ・自家発電の活用拡大や、需給調整契約

の寄与も盛り込まれていません。 

（3） 大需要が高く設定されている 

２０１２年の 大需要を３１３８万ｋＷと想定しておりますが、過去５年間の 大需要(＊)は３０９５万ｋＷ

（２０１０年）と、一度も３１００万ｋＷを越えたことはなく、過大な設定になっています。昨年の 大需要

は２７８５万ｋＷでした。 

＊過去 大需要：2785 万ｋＷ（’11： 小）、3095 万ｋＷ(’10： 大)、2795 万ｋＷ(‘09)、3084 万(’08)、3067 万’07) 

（4） 電力不足を誇張して報告している  原発が全停止しても電力不足は発生しない 

貴社の発表では、２０１２年の 大需要予測３１３８万ｋＷと発電能力２３５３万ｋＷとの差が７８５万ｋＷ

であることから、２５％電力不足としています。グリーン・アクションが貴社の計算手法を用いて計算し

た 大需要は２９４９万ｋＷでした。発電能力は原発が全停止の場合でも少なくとも３０５１万ｋＷが可

能であり、電力不足は発生しないということになります。 

 ２０１２年 大需要予測 発電能力 需要・能力差 

関西電力 発表/資料 ３１３８万ｋＷ ２３５３万ｋＷ ▲７８５万ｋＷ（25%不足） 

グリーン・アクション 計算 ２９４９万ｋＷ ３０５１万ｋＷ ＋１０２万ｋＷ（3.5%余裕） 

＊ 算出根拠については、p.2【質問２】、p.5【質問９】をご参照ください。 

 

お手数ながら、次ページ以降の質問にお答え頂き、４月６日までに文書で回答頂くようお願い申し上げます。 

（今回の質問状作成に際しては、貴社が３月１２日に大阪府・市に提出した資料も参考にしております） 

 

グリーン・アクション （人をつないで脱原発をめざす市民団体） 

〒606-8203 京都市左京区田中関田町 22-75-103. 

Tel: 075-701-7223/携帯 090-3620-9251（スミス） Fax: 075-702-1952 http://www.greenaction-japan.org/ 
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１、 今年の夏の電力２５％不足について 

【質問１】 ２０１２年夏の発電能力が２３５３万ｋＷと設定されています。原発を除いた２０１１年夏の発電能

力２７２８万ｋＷ（推定）に比べて３７５万ｋＷも低い値になっている理由をお教えください。 

２０１２年の夏の発電能力は２３５３万 kＷと報告されています。（p.6 図１、p.11） 一方、２０１１年夏の 大

発電の能力は７月１３日の３０７０万ｋW であったと貴社でんき予報に報告（p.6 図２）されております。 その

時の原発の発電実績が、ピーク電力を記録した８月９日の３４２万 kＷとすると、原発を除いた７月１３日の

発電能力は２７２８万 kＷが確保されていたと推定されます。２０１１年夏の発電能力２７２８万ｋＷ（推定）

に比べて３７５万ｋＷも低い２３５３万ｋＷと設定している理由をお教えください。  

また今年の夏の原発全停止は十分に予想されることですが、貴社自身が電力供給者として、原発全停止

を想定しての電力量確保の計画を作成しているのなら資料の提示をお願いいたします。 

 

 【質問２】 ２０１２年夏の 大需要を３１３８万ｋＷと設定していますが、計算の際に貴社の節電要請資料

の計算手法を適用しなかった理由をお教えください。また計算手法を適用した場合の結果をお

教えください。グリーン・アクションが計算してみると、２０１２年の 大需要予測は２９４９万ｋＷ

でした。 

貴社は２０１１年６月２１日発行の「節電のお願いについてのご説明」の中で、２０１１年の 大需要を試算

しています。（p.8 図５ 「想定需要の考え方」） これは２０１０年の 大需要実績３０８９万ｋＷをベースにし

て、気温補正と経済成長を考慮して２０１１年の 大需要を３１３８万ｋＷと予想したものです。ところが２０

１１年の 大需要実績は２７８５万ｋＷでした。（p.6 図２）  

今回２０１２年の 大需要を想定するにあたって、貴社は、２０１１年の 大需要の計算に用いていた計算

手法を使わずに、２０１１年の 大需要予測値３１３８万ｋＷをそのまま用いています。貴社の計算手法を

適用しなかった理由をお教えください。また温度補正と経済成長を設定して計算した２０１２年の 大需要

予想値をお教えください。 

グリーン・アクションが、２０１１年の実績２７８５万ｋＷをベースにして、貴社の計算手法（p.8 図５）で計算し

てみると、２０１２年の 大需要予想は２８０９万ｋＷでした。（下表参照） 貴社が前記資料で用いている

「需給運用上、安定供給に必要な予備率５％（＊）」を見込んで、２０１２年の 大需要予想は２９４９万ｋＷ

（＝２８０９ｘ１．０５）となりました。 

＊ 予備率５％＝ 時々刻々変動する需要（３％） ＋ 突発的な発電所のトラブル（２％） 

                  表１  大需要電力予想値の計算方法 

関西電力計算（2011 年 6 月） グリーン・アクション計算 

 ２０１０年 ２０１１年見込 ２０１１年実績 ２０１２年見込 

大需要 実績・見込 ３０８９万ｋＷ ３１３８万ｋＷ ２７８５万ｋＷ ２８０９万ｋＷ 

気温補正値 ▲７９万ｋＷ ＋１０１万ｋＷ ▲７９万ｋＷ ＋１０１万ｋＷ 

気温補正後 ３０１０万ｋＷ ３０３７万ｋＷ ２７０６万ｋＷ ２７３０万ｋＷ 

経済成長織り込み ＋２７万ｋＷ（０．９％） ＋２４万ｋＷ（０．９％） 

＊ 本年の 大需要実績をベースに、気温補正、経済成長を織り込み、次年度の 大需要を予測 

 

【質問３-１】 ２０１１年夏（７月、８月）の電力需要は、ピークは８月９日の２７８５万ｋＷでしたが、２７００万ｋ

Ｗ以上は２日間、２６００万ｋＷ以上でも７日間、しかも１３時～１７時の間だけでした。高い設備

稼働が必要なのは限られた日数、時間帯です。その間に限定して定格出力に近い稼動率を前

提にできない理由をお教えください。 

２０１１年の７月、８月の６１日間の毎日の 大電力の推移を見ると、 大電力は８月９日の２７８５万ｋＷ

でしたが、２７００万ｋＷを越えたのはわずかに２日間、２６００万ｋＷを越えたのも７日間だけでした。（p.6図

２） 一日の変動を見ても、ピークは１３時～１７時に限られております。（p.7 図３）  

しかも、貴社の予想と実績はほとんど同じ傾向を示しており、いつどれだけの電力が必要になるかは事前
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に推定が可能であると推定されます。このような限定された日数、時間だけ発電設備の稼働率を定格に

近く（９０％以上）に設定するのは無理のないことだと思われます。定格出力の９０％以上での稼動を前提

にできない理由をお教えください。 

定格出力とは、「連続して発揮しうる機器の 大能力の時間当たりの値」と定義されており、 大能力に

対してかなり余裕を持った値に設定するのが製造業の常識であると承知しております。 

 

【質問３-２】 ２０１２年夏の水力・揚水発電の発電量は３５６万ｋＷ（稼働率４３％）となっていますが、２０１

１年夏の発電量実績は５２４万ｋＷ（実績稼働率６４％）でした。昨年実績並みの発電量を維

持できない理由をお教えください。さらに夏のピーク時に限定して揚水の稼働率を定格出力

の９０％以上に設定できない理由をお教えください。 

２０１１年１１月付けの貴社の資料によると、発電能力は水力３３１万 kＷ、揚水４８８万 kＷであり、合計で

８１９万 kＷとなっております。 

２０１１年夏のピーク時の水力・揚水合計の発電実績は５２４万 kＷ（稼働率６４％）でした。 

それに対して、２０１２年夏の水力・揚水合計発電能力は３５４万ｋW（稼働率４３％）と設定されています。

（p.6 図１） なぜ２０１１年実績の稼働率６４％が維持できないのかをお教えください。夏のピーク時には、ト

ラブル時のバックアップを含めて、揚水発電をフルに活用することを前提にしてもよいと思われます。水力

の稼働率を実績稼働率７０％とし、揚水稼働率を９０％とすると、発電能力は６７０万ｋＷ（＝３３１ｘ０．７＋４

８８ｘ０．９：総合稼働率８２％）となります。 

揚水発電は、原発の有り余る深夜電力を蓄えるために全国各地に作られたもので、関西電力管内だけで

も電源開発を含めて５２３万ｋＷと原発５基に相当する発電能力を持ちながら、年間の平均稼働率は７％

程度と報告されています。ほとんど故障することなく稼動が可能な揚水発電を何故フルに活用しようとしな

いのでしょうか。発電効率が悪く、発電コストは上昇しますが、限られたピーク需要だけの間のことであり、

影響は少ないものと思われます。貴社のホームページで紹介されている、揚水発電の高水位運用を適用

することにより、さらに余裕が持てることになります。 

 

【質問３-３】 夏のピーク時に限定して火力発電の稼働率を定格出力の９０％以上に設定できない理由を

お教えください。 

２０１１年１１月付けの貴社の資料によると、火力の発電能力は１６９１万ｋＷであり、２０１２年の夏には、さ

らに６２万ｋＷの増設・再稼動が計画（２項【質問６】参照）されているので、合計の発電能力は１７５３万ｋＷ

になります。２０１１年の夏のピーク時の火力発電の実績は１３９２万ｋＷ（稼働率８２％）でした。 

２０１２年の夏の発電能力の中で、火力発電は１４６３万 kＷ（稼働率８３％）とされています。 

原発が全停止となり供給能力が不足する中で、夏のピーク時の能力設定に際しては、この稼働率を高く

設定してもよいと思われますが、なぜ設定しないのでしょうか？ 

仮に稼働率を９０％とすると、火力の発電能力は１５７７万ｋＷ（＝１７５３ｘ０．９）となります。 

火力発電はトータルの発電能力が大きいので、稼働率７％アップは１２２万ｋＷにも相当します。火力発電

の発電能力は、１基当たり５０～６０万ｋＷであり、ピーク時の限られた期間なら、トラブルに備えて２基分

程度の余力を確保することで十分だと思われます。ちなみに、貴社ホームページには、出力向上運転とし

て、「一時的に定格出力を超えて運転している」旨の記載もあります。 

 

２、 発電能力増強について 

 

【質問４】 ２０１２年夏に向けた能力増強計画が提示されていますが、追加の能力増強計画をお教えくださ

い。また計画停止中の火力発電所が再稼動できない理由をお教えください。 

貴社からは、２０１２年夏のピークに向けた能力増強対策の対象として、堺港、姫路第１、海南の各発電所

（合計６１．５万ｋＷ）が提示されております。 

長期計画停止設備のうち、再稼動させる海南発電所以外にも、多奈川発電所、宮津エネルギー研究所に

合計１９５万ｋＷがあります。これらの再稼動ができない理由をお教えください。 
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２０１１年の３．１１以降、２０１２年は原発の稼動が困難になる可能性があることは十分に予想されたにも

係わらず、発表されている能力増強計画６１．５万ｋＷ（能力比 約２％増）は、あまりにも少なく、企業努力

不足と言われても仕方が無い結果であると思われます。  

                  表２ 関西電力 発電能力増強計画（２０１２年） 

堺港発電所 ＋１０万ｋＷ 吸気冷却装置 ６基（姫路第一と合わせて） 

姫路第一発電所 ＋６．５万ｋＷ 小型ガスタービン導入 ２基 

海南発電所 ＋４５万ｋＷ 長期計画停止の再稼動 

多奈川第２発電所 （１２０万ｋＷ） 長期計画停止中 

【火力】 

宮津エネルギー研究所 （７５万ｋＷ） 長期計画停止中 

           

【質問５】 他電力会社からの融通電力の増加の可能性についてお教えください。 

日本全体の電力消費量は、２０１０年から２０１１年にかけて、節電効果等により１０％以上低下しておりま

す。（p.7 図４） さらに、関電以外の電力会社は原発が全停止しても発電能力に余裕があると報じられて

おります。現状の他電力会社からの融通は６５万ｋＷ程度ですが、さらなる融通増加の可能性についてお

教えください。 

 

【質問６】 資源エネルギー庁が推奨している卸・IPP・自家発電の活用拡大の契約情況をお教えください。 

２０１１年１１月に資源エネルギー庁は「卸・ＩＰＰ電源の発電余力活用の具体的スキームについて」（p.8 図

６）及び｢節電要請時における自家発の活用拡大策について｣（p.9 図７）を発行し、積極的な卸・ＩＰＰ・自家

発電の余力活用を推奨していますが、現時点での契約状況についてお教えください。 

資源エネルギー庁のデータによれば、自家発電は全国で３２０５箇所、５６３３万ｋＷあります。近畿、中国、

四国地方だけでも、７８１箇所、１６２４万ｋＷと報告されております。（表３） 日本中に自家発電の発電能

力が溢れており、規制の緩和と事前の準備により、夏の 大需要に寄与させることは可能のはずです。

（ちなみに日本中の原子力の発電能力は４８９６万ｋＷ） 

       表３ 自家発電 拠点数、発電能力（資源エネルギー庁資料より） 

全国 ３２０５箇所 ５６３３万ｋＷ 

近畿 ４１１箇所 ６７７万ｋＷ 

中国 ２４７箇所 ７２８万ｋＷ 

【自家発電】  

四国 １２３箇所 ２１９万ｋＷ 

 

【質問７】 昨年の需給調整契約は８８万ｋＷと報告されていますが、発電能力に織り込まれていない理由

をお教えください。また本年の需給調整契約の見込みをお教えください。 

需給調整契約とは、「事前の連絡により、３時間以上継続して契約電力の２０％以上または１０００ｋＷ以

上の調整をできる顧客」とされております。２０１１年７月末時点の資源エネルギー庁の資料（p.9 図８）によ

れば、関西電力管内の需給調整契約は１２４８件、８８万ｋＷと報告されています。 この関西電力管内の

需給調整契約８８万ｋＷはピーク電力時の発電能力に織り込んでもよいと思われますが、なぜ織り込まれ

ていないかをお教えください。 また２０１２年夏の需給調整契約の見込みについてお教えください。 

表４ 需給調整契約状況 （２０１１年７月末） 資源エネルギー庁資料より抜粋  

 関電管内 全国 

随意調整契約（通知と同時に控えてもらう）  ２４件 ３７万ｋＷ １４０９件 ５０５万ｋＷ 

計画調整契約（昼間以外や休日などに振り替えてもらう） １２２４件 ５１万ｋＷ １０５７８件 ５８７万ｋＷ 

合計 １２４８件 ８８万ｋＷ １１９８７件 １０９２万ｋＷ
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３、 ２０１２年夏の発電能力についてのグリーン・アクション（ＧＡ）からのコメント 

【質問８】 グリーン・アクションが計算してみた２０１２年の夏の発電能力は３０５１万ｋＷでした。これは定

格能力と他社融通等の実績を合わせた３３９９万ｋＷに対して、妥当だと思われる稼働率を想

定したものです。この発電能力を前提にすると、グリーン・アクションが計算した２０１２年夏の

電力需要２９４９万ｋＷに対して、原子力が全停止しても電力不足は発生しないという結果にな

ります。結果の妥当性についてご意見をお寄せください。 

グリーン・アクションは、２０１２年夏の発電能力を計算しました。これは、公表されている定格能力と実績

を合わせた定格能力３３９９万ｋＷに対して、妥当だと思われる稼働率を想定したもので、発電能力は３０

５１万ｋＷとなりました。 

ここで得られた発電能力は、２０１１年のピーク実績２７８５万ｋＷに対しては９．６％の余裕があります。さ

らに、グリーン・アクションが計算した２０１２年夏の 大需要予測２９４９万ｋＷに対しても３．５％の余裕が

あります。この 大需要予測２９４９万ｋＷには、需給運用上、安定供給に必要な予備率５％をすでに見込

んでおります。（ 大需要を５％高く設定している。P.2、質問２参照） 

第２項にて質問させていただいた、さらなる能力増強策の実現により、より余裕のある運営が可能である

と思われます。 

 

                表５ グリーン・アクションが計算した２０１２年の発電能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊発電能力＝定格能力・実績 ｘ 想定稼働率 

＊実績：２０１１年度冬の実績を用いています（関電報告値） 

＊想定稼働率：実績と需給調整契約は、設備ではないため稼働率を設定していません 

 

 

 

 定格能力・実績 想定稼働率 発電能力 

関電 原子力   ０万ｋＷ 

関電 火力 １６９１万ｋＷ ９０％ １５２２万ｋＷ 

関電 火力（2012 年追加） ６２万ｋＷ ９０％ ５５万ｋＷ 

関電 水力 ３３１万ｋＷ ７０％ ２３１万ｋＷ 

関電 揚水 ４８８万ｋＷ ９０％ ４３９万ｋＷ 

関電 新エネルギー １万ｋＷ - - 

小計 ２５７３万ｋＷ  ２２４７万ｋＷ 

その他    

火力 電源開発 ２６０万ｋＷ ９０％ ２３４万ｋＷ 

和歌山火力 ３１万ｋＷ ９０％ ２８万ｋＷ 

独立発電事業者 IPP ２４４万ｋＷ ９０％ ２２０万ｋＷ 

水力 電源開発、京都 ５５万ｋＷ ７０％ ３８万ｋＷ 

揚水 電源開発 ３５万ｋＷ ９０％ ３１万ｋＷ 

自家発電（実績）＊ １００万ｋＷ - １００万ｋＷ 

融通他（実績）＊ ６５万ｋＷ - ６５万ｋＷ 

需給調整契約 ８８万ｋＷ - ８８万ｋＷ 

小計 ８２６万ｋＷ  ８０４万ｋＷ 

合計 ３３９９万ｋＷ  ３０５１万ｋＷ 
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図１ 関西電力 発電能力・実績比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図２ 関西電力 電力実績推移 (２０１１年７月～８月)  
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            図３ 関西電力 一日の電力需要変動（２０１１年８月９日： 大ピーク日） 

 

                

 

 

図４ 発電量推移（全国：２００９年４月～２０１１年１１月） 
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             図５ 想定需要の算出ロジック （関西電力「節電についてのご説明」より） 

 

 

             

 

 

図６ 卸・ＩＰＰ電源の発電余力活用 （資源エネルギー庁資料より抜粋） 
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           図７ 自家発電の活用拡大策について （資源エネルギー庁資料より抜粋） 

 

 

             

 

   図８ 需要調整契約状況 （資源エネルギー庁資料より） 



関電の原発、すべて停止	 供給「危機的に」	 

今夏	 25%不足の恐れ	 

2012/2/20	 日本経済新聞	 
	 

http://www.nikkei.com/news/headline/article/g=96958A9C9

3819481E0E2E2E0E58DE0E2E2E0E0E2E3E09C9CEAE2E2E2	 
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公開質問状 質問リスト 

関西電力株式会社 取締役社長 八木誠殿     2012 年 3 月 23 日  
申請者 グリーン・アクション 

代表  アイリーン・美緒子・スミス 

関西電力 原発停止による発電能力見込みについて 

 

質問番号 質問内容 

質問 １ ・２０１２年夏の発電能力が２３５３万ｋＷと設定されています。原発を除いた２０１１年夏の発電能力

２７２８万ｋＷ（推定）に比べて３７５万ｋＷ低い値になっている理由をお教えください。 

・また今年の夏の原発全停止は十分に予想されることですが、貴社自身が電力供給者として、原

発全停止を想定しての電力量確保の計画を作成しているのなら資料の提示をお願いいたします。

質問 ２ ・２０１２年夏の 大需要を３１３８万ｋＷと設定していますが、計算の際に貴社の節電要請資料の

計算手法を適用しなかった理由をお教えください。 

・また計算手法を適用した場合の結果をお教えください。グリーン・アクションが計算してみると、２０

１２年の 大需要予測は２９４９万ｋＷでした。 

・また温度補正と経済成長を設定して計算した２０１２年の 大需要予想値をお教えください。 

質問 ３-１ ・２０１１年夏（７月、８月）の電力需要は、ピークは８月９日の２７８５万ｋＷでしたが、２７００万ｋＷ以

上は２日間、２６００万ｋＷ以上でも７日間、しかも１３時～１７時の間だけでした。高い設備稼働が

必要なのは限られた日数、時間帯です。その間に限定して定格出力に近い稼動率を前提にできな

い理由をお教えください。 

質問 ３-２ ・２０１２年夏の水力・揚水発電の発電量は３５６万ｋＷ（稼働率４３％）となっていますが、２０１１年

夏の発電量実績は５２４万ｋＷ（実績稼働率６４％）でした。昨年実績並みの発電量を維持できな

い理由をお教えください。 

・さらに夏のピーク時に限定して揚水の稼働率を定格出力の９０％以上に設定できない理由をお教

えください。 

質問 ３-３ ・夏のピーク時に限定して火力発電の稼働率を定格出力の９０％以上に設定できない理由をお教

えください。 

質問 ４ ・２０１２年夏に向けた能力増強計画が提示されていますが、追加の能力増強計画をお教えくださ

い。 

・また計画停止中の火力発電所が再稼動できない理由をお教えください。 

質問 ５ ・他電力会社からの融通電力の増加の可能性についてお教えください。 

質問 ６ ・資源エネルギー庁が推奨している卸・IPP・自家発電の活用拡大の契約情況をお教えください。 

質問 ７ ・昨年の需給調整契約は８８万ｋＷと報告されていますが、発電能力に織り込まれていない理由を

お教えください。 

・また本年の需給調整契約の見込みをお教えください。 

質問 ８ ・グリーン・アクションが計算してみた２０１２年の夏の発電能力は３０５１万ｋＷでした。これは定格

能力と他社融通等の実績を合わせた３３９９万ｋＷに対して、妥当だと思われる稼働率を想定し

たものです。この発電能力を前提にすると、グリーン・アクションが計算した２０１２年夏の電力需

要２９４９万ｋＷに対して、原子力が全停止しても電力不足は発生しないという結果になります。

結果の妥当性についてご意見をお寄せください。 

 

グリーン・アクション （人をつないで脱原発をめざす市民団体） 

〒606-8203 京都市左京区田中関田町 22-75-103. 

Tel: 075-701-7223/携帯 090-3620-9251（スミス） Fax: 075-702-1952 http://www.greenaction-japan.org/ 




